
平成３０年２月１６日 

中野区契約担当 

 

 複数単価契約における契約の相手方の決定方法等 

 の運用変更の試行について 

 

このたび、中野区契約担当が発注する複数単価契約案件につきまして、落札（採用）決

定方法等運用変更を試行することとしましたので、お知らせします。 

 

 

１ 開始時期 

平成３０年度予算により事業を執行する案件から適用します。 

 

２ 運用変更する理由 

従前の複数単価契約案件については、設定している全ての項目の予定単価を見積単価

が下回るまで、減価交渉をしていましたが、設定している項目数が多い場合、減価交渉

に係る受発注者双方の負担が大きいことから、より簡易に契約の相手方が決定できる方

法に変更します。 

 

３ 対象案件 

工事・物品ともに対象とします。ただし、全案件が一斉に対象となるものではありま

せんので、運用方法を必ずご確認ください。 

 

４ 適用する契約方式 

案件ごとに適用する契約方式が異なります。したがって、一律「随意契約」で発注す

るのではなく、一般競争入札や希望制指名競争入札を適用して発注する場合があります。 

 

５ 運用方法が混在する点について 

今回の運用変更の開始により、従前の契約方法と運用変更後の契約方法が混在します。 

この場合における運用方法の識別のしかたは、次のとおりです。 

(1) 新しい運用方法 …「総額競争方式」 

(2) 従来の運用方法 …「単価交渉方式」 

入札（見積競争）説明書又は発注予定表等において運用方法を記載しますので、必ず

ご確認ください。 

 

６ 「総額競争方式」による落札（採用）決定の方法 

今回試行する「総額競争方式」の落札（採用）決定方法は、予定推定総金額（予定価



格（税抜）に相当）と見積った推定総金額で比較を行い、予定推定総金額を下回る最低

の推定総金額を見積った者を落札（採用）者とします。 

また、見積単価が予定単価を超過している項目の減価交渉は行いません。 

 

７ 「総額競争方式」による入札（見積）書提出時の注意点 

「総額競争方式」の入札（見積）書の提出時には、内訳書の添付を義務付けます。 

したがいまして、内訳書の添付がない場合又は内訳書内の計算に誤りがある場合は、

その入札（見積）書は、無効とします。 

 

8 「総額競争方式」での契約単価 

「総額競争方式」では、入札（見積）書提出時に添付された内訳書に記載された見積

単価を契約単価とします。 

したがって、契約書作成時に内訳書の見積単価を変更することはできません。 

 

９ 発注する数量の取扱い 

単価交渉方式では、各項目に設定された数量を超えて発注することはできませんでし

たが、総額競争方式では、発注金額が推定総金額に達するまで各項目に設定された数量

を超えて発注できることとします。 

 

１０ 契約の終了に関する留意点 

契約の終了に関する留意点は、次のとおりです。 

(1) 発注金額が推定総金額（税込）に達した場合又は達する可能性が見込まれる場合に

は、契約期間の満了前でも終了することがあります。 

(2) 発注金額が推定総金額（税込）に達しない場合であっても、契約期間の満了をもっ

て契約を終了することとします。 

(3) (1)及び(2)のいずれの場合であっても、契約の終了に関して異議を主張できません。 

(4) その他、留意点等の詳細につきましては、各発注案件の入札（見積競争）説明書、

発注予定表などにてご確認ください。 

 

 

 

【問合せ先】 

中野区経営室経理分野契約担当 

03-3228-8903（直通） 


